
６時課のプロキメン 

 第１週 月曜日 （４調） 

主は義人の道を知る、悪人の途は滅びん。（第１聖詠：１） 

（句）悪人の謀に行かず、罪人の途に立たざる人は福なり。 

 

 
主


は

第１週　月曜日 （４調）
義人の道を知る、悪人の 途は


ほ

 
- ろ


びん

 
第１週 火曜日 （４調） 
                                            い

  我が王、我が神よ、我が呼ぶ声を聴き納れ給え。（第５聖詠） 

   （句）主我が言を聴き、我が思を悟り給え。 

  
我が王

 第１週　火曜日　（４調）

我


が

 
神や、 我が声を

 
聴きい れ


た


ま


え

 
 

第１週 水曜日 （４調） 

   主よ、我心を盡して爾を讚め揚げん。（第９聖詠） 

   （句）我爾の為に慶び祝わん。 

   第１週　水曜日　（４調）

主よ、我心を


つく


し

 
て、


なん


じ


を

 
讃

 
めあ

 
げん


 

第１週 木曜日 （１調） 

   主や其の民の虜を返さん。（第13聖詠）       

   （句）無知なる者は其の心に神なしと謂えり。 

 
主

 第１週　木曜日　（１調）

よ、


その民の

 
と り


こ


を

 
か

 
-


- え


さ


ん

 
 

第１週 金曜日 （７調） 
                                            かため

   主我の力よ、我爾を愛せん。主は我の防固なり。（第17聖詠） 

    （句）我の神、我の磐なり、我彼を恃む。 

 
主


わ

第１週　金曜日　（７調）

れ


の


ち


か


ら

 
よ、

 
我爾を愛せん、 主は我の かため

 
な


- り

 
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大斎第２週 水曜日：（５調） 

   主よ、我爾に呼び、我が神に祈らん。（第29聖詠） 

   （句）主よ、我爾を尊み崇めん、爾我を擧げたればなり。 

  
主、

大斎第２週　水曜日：（５調）

我


爾


に


よ

 
び、


我が 神


に


い


の


らん

 
 

大斎第２週 金曜日：（４調） 

   主よ、爾の憤りを以て我を責むる毋れ、爾の怒を以て我を罰する毋れ。（第37聖詠） 

   （句）蓋、爾の矢は我に刺さり、爾の手は重く我に加わる。 

 
主


爾

 大斎第２週　金曜日：（４調）

の

 
憤りを以て我を責むるなかれ


  

爾の 怒を以て 我を

 
罰する


な


か


れ

 
 

大斎第３週 水曜日：（４調） 

   讃美を以て神に献ぜよ、爾の誓を至上者に償え。（第49聖詠） 

   （句）諸神の主は言を出して地を召す。 

 
讃


美

大斎第３週　水曜日：（４調）

を

 
以て 主に 献ぜよ

 
爾の誓いを

 
至上者に つ


ぐ


の


え

 
 

大斎第３週 金曜日：（６調） 
           むくい

   義者は報を見て喜ばん。（第57聖詠） 

   （句）裁判者よ、爾等誠に義を言うか。 

  
義者は

 大斎第３週　金曜日：（６調）

報いを


見


て

 
よ

 
- ろ


こ

 
ばん


 

大斎第４週 水曜日：（６調） 

   神よ、凡そ爾を求むる者は、願くは爾の為に喜び楽しまん。（第69聖詠） 

   （句）禍を我に望む者は、願くは退けられて嘲られん。 

   大斎第４週　水曜日：（６調）

神よ､凡そ爾を求むるも


の


は

  
願くは爾の為に喜び


た

 
- の


し

 
まん


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大斎第４週 金曜日：（６調） 

   慈憐なる神は我等の罪を赦さん。（第77聖詠） 

       （句）我が民よ、我が法を聴け。 

 
慈


憐

大斎第４週　金曜日：（６調）

な


る


か


み


は

 
我等の 罪を

 
ゆ


- る

 
さん


 

大斎第５週 水曜日：（４調） 

   至上者よ、主を讃栄し、爾の名に歌うは美なる哉。（第91聖詠） 

   （句）爾の憐みを朝に宣べ、爾の真を夜に宣ぶるは美なる哉。 

  
至上

大斎第５週　水曜日：（４調）

者

 
よ、


爾を讃栄し、爾の名に歌うは


美


な


る


か


な

 
大斎第５週 木曜日：（６調） 

主は王たり、地は歡ぶべし。（第96聖詠） 

（句）多數の島は樂しむべし。 

 
主


は

大斎第５週　木曜日：（６調）

王

 
- た

 
り、

 
地は 喜


ぶ


べ


し

 
大斎第５週 金曜日：（４調） 

   我憐みと審判とを歌わん、主よ、爾に歌を奉らん。（第100聖詠） 

   （句）我・なき道を思わん。 

 

 
わ


れ

大斎第５週　金曜日：（４調）
憐みと 審判とを歌わん、

 
主よ、爾に 歌を


た


て


ま


つ


らん

 
大斎第６週 水曜日：（４調） 

   主の諸僕よ、讚め揚げよ、主の名を讚め揚げよ。（第112聖詠） 

   （句）願くは主の名は崇め讚められ、今より世々に至らん。 

  
主の

大斎第６週　水曜日：（４調）

諸僕


よ

 
讃め揚げよ、


主の名を


讃


め


あ


げ


よ

 
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大斎第６週 金曜日：（４調） 

   主我が神の家の為に、我爾に福を願う。（第121聖詠） 

   （句）人我に向いて我等主の家に行かん。 

  大斎第６週　金曜日：（４調）

主我が神の家の た


め


に

 
我


爾に


福


を


ね


が


う

 
受難週 月曜日：（４調） 

   主はシオンの虜を返さん。（第125聖詠） 

   （句）其の時我等の口は楽しみにて満ちたり。 

 

 
主


は

受難週　月曜日：（４調）
シオンの虜を

 
か

 
- え

 
さん


       

（４調） 

   若し主家を造らずば、造る者徒らに労す。（第126聖詠） 

   （句）若し主白を守らずば、守る者徒らに警醒す。 

 

  
若し主家を 造ら


ず


ば

 
造るもの

いたずら

徒


に

 
労 す

 
 

受難週 火曜日：（６調） 
                                          あがない

   憐みは主にあり、大いなる贖いも彼にあり。（第129聖詠） 

   （句）主よ、我深き處寄り爾に呼ぶ。主よ、我が声を聴き給え。 

  
憐れ

受難週　火曜日：（６調）

み


は


主


に


あ

 
り、


大いなる贖い は


か


れ


に


あ


り

 
       

（４調） 

   願くはイズライリは主を恃みて今より世世に至らん。（第130聖詠） 

 （句）主よ、我が心驕らず、我が目高ぶらざりき。 

 
ね


が

 
わくは イズライリは主を頼みて

  
今より


世世


に


い


た


らん

 
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受難週 水曜日： （４調） 

   天地を造りし主はシオンより爾に降福せん。（第133聖詠） 

   （句）主の諸僕よ、今主を讚め揚げよ。 

  

 

 
天


地

受難週　水曜日：（４調）

を

 
造り し


主


は

  
シオン より

 
降


- ふ


く

 
せん


（６調） 

   主を畏るる者よ、主を崇め讚めよ。（第134聖詠） 

   （句）主の名を讚め揚げよ、主の諸僕や讚め揚げよ。 

  
主を 畏


る


る

 
者

 
よ、

 
主を 崇


め


讃


め


よ

 
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